
斜里高校のこれから

社会や大学入試で求められる力は、知識を身につけるだけでな

く、自ら課題を見つけ、考え、行動する「探究力」へと変化し

ています。こうした時代のなかで斜里高校ではどのような学び

を目指しているのでしょうか。

変化する大学入試、

「探究する力」が求められる時代に

進路の幅を狭めるのではなく

広げるための「総合学科」という選択

　近年、大学入試では学力試験だけでなく、学ぶ
意欲やこれまでの活動、課題に主体的に取り組ん
だ経験などを評価する「総合型選抜」の募集人員
が増えています。面接や志望理由書、プレゼンテー
ションなどを通して、自分の考えをまとめ、相手に
伝える力が重視されるようになりました。
　こうした変化を受け、高校での学びも「知識を
身につける」ことから「主体的に学び、実践する」
ことへと広がっています。

　総合学科は、普通教科の学習に加え、自ら考え、
調べ、発表する学びを取り入れながら、将来につ
ながる力を育てる学科です。進学希望者はもちろ
ん、就職を目指す生徒も、それぞれに必要な力を
身につけられます。幅広い分野に触れながら、自
分の可能性を見つけ、将来の選択肢を広げられる
学びが、総合学科の大きな特徴です。

普通科
探究力を高める

選択型カリキュラム＋

総 合 学 科

斜里高校のカリキュラムを見てみよう

先生に聞いてみた！探究力を育てる授業を紹介

　　　　  　理科応用
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理科
柴原 悠 教諭

理科
漆舘 琉介 教諭

ゴマフアザラシの骨格標本をつ
くっている様子。銅線を通して脊
椎骨を固定しています。

商業科
山田 恭兵 教諭

エゾユキウサギの骨格標本をつ
くっている様子。薬品に漬ける前
に、骨についている細かな肉を取
り除いています。

博物館と連携した実習を中心に、骨格標本づくりやサケ
の人工孵化実験などに取り組みます。実際に見て、触れ
て、考える経験を通して、理科への興味と学びを深めます。

　　　　　  観光応用 / 観光情報
アプリ開発やサイクリングツアーの企画などを通して、斜里町
の魅力を観光客に伝える方法を考えます。企業や地域と関わ
りながら、企画力や発信力、課題を解決する力を養います。
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今年度の斜里高校のポスター

～探究する力を育てる学びへ～

国公立大学総合型選抜 募集人員 年別推移

参照：文部科学省「令和 7 年度入学者選抜について」より作成

北海道斜里高等学校 
渡邊 理実 校長

自分の興味のある分野で
探究力を身につける！

斜里高校は、進学にも就職にも
対応するために、普通科の学習と商業や観光、

知床に関する学びなどを自由に組み合わせることが
できる総合学科の高校です。今回は、これからの社

会で必要とされる、「自分で考え、答えのない課
題に仲間と協力して取り組む力」を育む取

り組みをご紹介します。

外部講師に協力してもらい、アプリ
開 発を実 施。iPad や MacBook を
活用し、絵を描く生徒やプログラミン
グをする生徒など役割分担し、完成
に向けて活動しました。

秋頃に生徒たちが事前に考えたコー
スでサイクリングツアーを実施。電動
自転車を活用し、約 40 キロのコー
スを参加者に楽しんでもらいました。

Pick Up!

Pick Up!

趣味は写真を撮ること！
お気に入りのスポットは
以久科と来運神社です！

普通教科に加え、地域の特色を
活かした多彩な学びを選択できる！

Pick Up してインタビュー！

特集 特集

3 広報しゃり　2026.8広報しゃり　2026.8 2広報しゃり　2026.8広報しゃり　2026.8 2



「知床」を探究する

地域を舞台に学ぶ「知床学」

「知る」「広げる」「伝える」を目標に、地域の「魅
力」と「課題」の両面を学びます。そして、生徒
自ら課題を設定し、その解決方法を探り発信してい
く、探究型の授業です。2 年次にはフィールドワー
クなどを通して町の現状を知り、課題について考え、
3 年次にはグループでテーマを設定して探究活動を
行い、その内容を発信します。

そもそも「知床学」とは？

地域課題の解決に挑む！

高校魅力化コーディネーター
平塚さん

昨年度の知床学では、釣りや料理が好きな
生徒たちが集まり、「食品ロス問題を解決し
たい」という思いからチーム魚を結成。未利
用魚 * を活用した出汁の開発に挑戦しました。
地元企業から材料の提供やアドバイスを受け
ながら、試作と改良を重ね、商品のパッケー
ジデザインまで自分たちで制作。地域の大人
と意見を交わしながら、課題を見つけ、解決

策を考え、形にしていく経験
は、生徒たちにとって大きな
学びとなりました。

こだわりは 無 添 加。
知床の未利用魚のお
いしさを伝えるために
は、環境にもやさし
い出汁にしようと意見
がまとまりました。
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2025 年卒業生 
東京農業大学 生物産業学部
自然資源経営学科

平塚 志茉 さん

インスタグラムもスタート！
ぜひフォローして

活動を応援しましょう！

今年度の知床学は始まったばかり…
来年１月に開催予定の

学習成果発表会をお楽しみに！

2014 年卒業生 
外川 天寿 さん

現在はプロ陸上選手として、オホーツクから世界を目指し、斜里高校を拠点に日々
練習に励んでいます。また、町内では子どもたちを対象とした陸上教室を開き、
走る楽しさを伝える活動にも取り組んでいます。高校生活を振り返ると、人間力
を育む 3 年間だったと感じています。恩師から掛けられた「人間力の向上は競
技力の向上」という言葉は、今も私の支えです。この言葉を胸に、次は私が次
世代のアスリートへ伝えていきたいと思います。

　高校卒業後、国際武道大学 体育学科へ進学。卒業後、プロ陸上選手として活動。

2023 年卒業生 
今村 柚貴 さん

現在は、トコラボで多様な人が参加できるイベントの企画・運営、中斜里シャト
ランで毎月開催している夕方食堂（地域食堂 *）や町内 3 カ所の地域食堂の運
営サポートをしています。
高校時代、野球部に所属し、同級生や後輩と大会に向けて練習した日々が一番
の思い出です。仲間と協力すること、挨拶や礼儀、コミュニケーションは野球を
通じて学ぶことができました。地域の方 と々一緒に活動する今の仕事でも生かさ
れています。（ * 地域食堂：子どもから高齢者までが集う地域の居場所）

　高校卒業後、札幌の調理専門学校に進学し調理師免許を取得。
　卒業後、TOMONI COMMUNITY. LABO.（通称トコラボ）に就職。

※開発した出汁は、大量
生産できないため、購入
の際は時間がかかる場
合があります。

知床学をのぞいてみよう
今年度は６グループ！その中から２グループを紹介

　　　　  　メニュー開発Pick Up! 　　　　  　知 床 PRPick Up!

* 未利用魚：食用にできるにも
かかわらず市場に出回ることな
く、多くが廃棄される魚のこと。

2025年度「チーム魚」の取り組み

卒業後活躍する先輩たち

学校だより斜里高校 HP

私たちの目的は、斜里町民と斜里に来てくださる
観光客の皆さんに向け、未利用魚の出汁を使用
したメニューを広めることです。美味しく食べて
もらえるメニューを日々 、探究しています。

私たちは女子５人で知床の PR 活動を行っています。
実際に、飲食店や企業の方へインタビューし、地域の
方の生の声を聴きながら知床の魅力について探究して
います。また、Web サイトや Instagram の運営を通し
て知床の魅力を発信していきます！

斜里高校の新しい情報は

学校ホームページや、

学校だよりで発信しています→

2025 年度の知床学は５つ！
その中からピックアップして活動をご紹介

進学した先輩に聞いてみ
た！

魚をさばいて試作中

12 月に行われた試食会は大盛況！

今年度のねぷたチームが取り
組んだ、ねぷた絵制作体験の様子

昨年度の地方創生チームが取り
組んだ「高校生模擬議会」の様子

特集 特集
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https://www.instagram.com/shari_pr/
https://www.shari.hokkaido-c.ed.jp/
https://www.shari.hokkaido-c.ed.jp/syoukai/page_20240206050248



